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事業概要
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ＱＣＤ＆Ｉをスローガンとするお客様中心ビジネス

４０年の実績のあるリアルタイムソフトウェアビジネス（フロー）と
リアルタイムソリューションビジネス（ストック）の両輪で、ビジネスを拡大する

「New Element to New System」

New Element

 

による

 

New Systemで不可能を可能に、

 
それが最高のお客様満足度に、ビジネスの高付加価値化に繋がる

業
績
の
ベ
ー
ス
を
確
保
す
る

フロー型のビジネス

業
績
を
向
上
さ
せ
る

ストック型のビジネス
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セックの技術サービス

ビジネスフィールド

技術サービス

リアルタイムソフトウェア リアルタイム
ソリューション

モバイルネットワーク
オープンプラットフォーム技術
携帯電話端末搭載ソフトウェア

国際標準技術
基幹ネットワーク

RealtimePowerシリーズ

ワイヤレス
スマートフォン

タブレット
携帯電話端末

地上デジタル放送技術

インターネット
非接触型IC
情報家電
車載端末

ベクトル描画技術
XML

Webシステム

社会基盤システム 位置情報サービス技術
防衛

交通（ITS, 航空）

環境エネルギー

宇宙先端システム
人工衛星搭載機器

ロボット
ロボットソフトウェア共通化技術

人工衛星
天文

エンベデッドソフトウェア コアテクノロジー 技術アプリケーション
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決算概要  
（２０１２年３月期）
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事業環境

2012年３月期の事業環境

平成23年４月から平成24年３月までの月別売上高は、９月まで前年同月比で減少となったものの、

 

１０月以降１

 月を除いて増加に転じており、IT需要は明るい兆しが見えてきた。

情報サービス業売上高前年同月比推移（経済産業省：特定サービス産業動態統計）
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単位：％



 

業界全般

成熟期を迎えているかのように見える市場、クラウドコンピューティングの活用で 「持つから使う」への流れ

→労働集約型から知識集約型へ、受託開発からサービス型へ、多重下請け構造から水平分業へ、３つの構造変化



 

当社

携帯電話からスマートフォンへ、オープンプラットフォームのビジネスモデルに変化

→オープンプラットフォームの商談が活発、コンペが増加し、Android開発実績の先行優位の提案で対応
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変化先取りに注力し、技術提案力で顧客基盤を強化

期初方針期初方針 総括総括

他社との差別化を図り、競争優位を確保して受注につなげる：ＱＣＤ＆Ｉ

技術提案力を主体とした活発な営業活動を継続、新規の商談を

 
開拓し受注につなげる。

獲得した商談は、改めてＱＣＤ＆Ｉにより、お客様満足度を向上さ

 
せ、リピート商談につなげる。

Androidを中心にコンペに技術提案力で積極的に参加し商談

 
を獲得した。

お客様満足度の向上により、リピート商談が増加した。

成長が期待できる市場に参入する：オープンプラットフォーム、環境エネルギー、ロボット

オープンプラットフォームにガラパゴス（地上デジタル放送、電子

 
マネーなど）、国内仕様対応にフォーカス。

環境エネルギー分野のビジネス化を推進し、開発案件の受注を

 
目指す。

ロボットは、研究開発でＲＴミドルウェアを機能安全対応し、ビジ

 
ネス化を推進する。

オープンプラットフォームは、地上デジタル放送や電子マネー

 
を中心に好調だった。

環境エネルギー分野は、国からの補助金による研究開発を実

 
施、商談数は多かったものの受注金額は少額であった。

ロボットはNEDOの受託研究で製品化を完了した。ビジネス化

 
は、今年度に期待している。

変化先取りに注力：研究開発と製品開発に積極投資

研究開発は、NEDOなどからの受託研究であるロボットのＲＴミド

 
ルウェアの機能安全対応と環境エネルギーに取り組む。

製品開発は、airCube（地上デジタル放送用組込みソフトウェア）

 
のAndroid版の機能を強化する。

ロボットのＲＴミドルウェアについて機能安全の国際規格の認

 
証を取得した。環境エネルギーは予定どおり実施。

製品開発は、airCubeのAndroid版の機能を拡張した。継続して、

 
顧客要望に対応する予定。

2012年3月期重点テーマ
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2012年3月期総括

売上高は３０億円を突破し過去最高、受注高・受注残高も過去最高に

売上高、利益面ともに計画を上回り、前期比で増収増益

売上高は、Android搭載スマートフォンやオープンプラットフォームの開発が好調で、過去最高
（売上高：計画達成率１０６％、前年同期比１１５％）

営業利益は、売上高が伸びたことより、計画を大幅に上回って増益
（営業利益：計画達成率１５２％、前期比２７８％、経常利益：計画達成率１４５％、前期比２１０％）

受注高及び受注残高は計画を上回り、前期比でも増加

受注高は、オープンプラットフォーム関連の商談が活発で計画を上回り、３３億円となって過去最高
（受注高：前期比１１５％）

受注残高は、９億を超えて過去最高
（受注残高：前期比１４２％）

オープンプラットフォームが業績を牽引

Android搭載のスマートフォンやタブレットのエンベデッドソフトウェアが好調

オープンプラットフォームの通信事業者向け技術アプリケーションが好調

非接触型ＩＣのエンベデッドソフトウェアが好調

ワンセグソリューションのairCube

 

for Androidの販売が好調
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２０１１年３月期

 
（百万円）

２０１２年３月期

 
（百万円）

前期比

 
（％）

修正予想(11月)

（百万円）

計画達成率

（％）

売上高 ２，６９０ ３，０８４３，０８４ １１４．６ ２，９００ １０６．４１０６．４

売上原価 ２，０２１ ２，１８５２，１８５ １０８．１ ２，１００ １０４．１１０４．１

売上総利益 ６６８ ８９９８９９ １３４．５ ８００ １１２．４１１２．４

販売管理費 ５５９ ５９５５９５ １０６．４ ６００ ９９．２９９．２

営業利益

（営業利益率）

１０９

（４．１％）

３０４３０４

（９．９％）（９．９％）

２７７．７ ２００

（６．９％）

１５２．０１５２．０

経常利益

（経常利益率）

２０６

（７．７％）

４３５４３５

（（１４．１％）

２１０．４ ３００

（１０．３％）

１４５．０１４５．０

当期純利益 ８０ ２４２２４２ ３０２．８ １７０ １４２．９１４２．９

売上原価

 

社員増に伴う人件費の増加、外注費の増加、製品開発費は１１１百万円（前期比８％増）

販売管理費

 

研究開発費の増加、研究開発費は１３７百万円（前期比３８％増）

営業外損益

 

ロボットと環境エネルギーの研究開発の補助金収入は、１１２百万円（前期比５３％増）

特別損失

 

投資有価証券評価損は３百万円（前期は移転関連と会計基準適用の影響額が６８百万円）

損益計算書
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四半期業績推移（ＰＬ）

単位：百万円

すべての四半期が増収増益であった。営業利益率も安定して推移した。
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四半期業績推移（受注）

単位：百万円

受注高は上期、下期ともに前期を上回った。特に第４四半期の受注高が伸びた。

受注残高は、前期を大幅に上回って９億円を超え、増収基調は継続している。
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モバイルネットワーク

 

オープンプラットフォーム関連の技術アプリケーションが堅調

 

⇒

 

売上高は増加、利益面も増加

ワイヤレス

 

Android搭載スマートフォンのエンベデッドソフトウェアが好調

 

⇒

 

売上高は増加、利益面も増加

インターネット

 

不況の影響で開発計画の縮小や延期が継続

 

⇒

 

売上高は減少、利益面も減少

社会基盤システム

 

官公庁系の大型技術アプリケーションが減少

 

⇒

 

売上高は減少、利益面も減少

宇宙先端システム

 

宇宙関連の開発計画の縮小や切り替え時期

 

⇒

 

売上高は減少、利益面も減少

ソリューション

 

airCube

 

for

 

Androidのロイヤリティ収入の増加

 

⇒

 

売上高は増加、利益面も増加

ＢＦ別の状況

ビジネスフィールド

２０１１年３月期 ２０１２年３月期 前年

同期比

（％）
売上高

 
（百万円）

構成比

 
（％）

売上高

 
（百万円）

構成比

 
（％）

計画達成率

 
（％）

モバイルネットワーク ３１６ １１．８ ３５６ １１．５ ９６．２ １１２．４

ワイヤレス １，０７１ ３９．８ １，３８５ ４４．９ １１７．４ １２９．４

インターネット ５４８ ２０．４ ５２６ １７．２ ９３．９ ９５．８

社会基盤システム ３４５ １２．８ ３０６ ９．９ ９８．９ ８８．８

宇宙先端システム ３０５ １１．４ ２９３ ９．５ ９８．０ ９６．２

ソリューション １０２ ３．８ ２１５ ７．０ １１９．９ ２１０．３

合計 ２，６９０ １００．０ ３，０８４ １００．０ １０６．４ １１４．６

オープンプラットフォームが好調
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

 

エンベデッドソフトウェアとソリューションは、オープンプラットフォーム関連が好調であったことにより増加



 

コアテクノロジーサービスと技術アプリケーションは、ほぼ前期並み



 

情報端末を使用したクラウドシステム（エンベデッドソフトウェアと技術アプリケーション）の開発が増加

技術サービス

２０１１年３月期 ２０１２年３月期 前年

同期比

 
（％）

売上高
（百万円）

構成比

（％）

売上高
（百万円）

構成比

 
（％）

エンベデッドソフトウェア １，２３７ ４６．０ １，５４２ ５０．０ １２４．７

コアテクノロジーサービス ２１２ ７．９ ２１０ ６．８ ９９．０

技術アプリケーション １，１３８ ４２．３ １，１１５ ３６．２ ９８．０

ソリューション １０２ ３．８ ２１５ ７．０ ２１０．３

合計 ２，６９０ １００．０ ３，０８４ １００．０ １１４．６

エンベデッド（端末）が増加し、それと連携する技術アプリ（サーバ）も増加

技術サービス別の状況
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期末の受注状況



 

受注高は、計画を大幅に上回り、前期比でも４３９百万円の増加



 

受注残高は、計画を大幅に上回り、前年同期末比でも２６９百万円の増加



 

ワイヤレスBF・社会基盤システムBF・インターネットBFの受注残高が前期より大幅増

ビジネスフィールド

２０１１年３月期 ２０１２年３月期
受注残高

前期比

 
（％）

受注高

 
（百万円）

受注残高

 
（百万円）

受注高

 
（百万円）

計画達成率

 
（％）

受注残高

 
（百万円）

計画達成率

 
（％）

モバイルネットワーク ３７３ １４３ ３３９ ９１．４ １２７ ８７．６ ８８．８

ワイヤレス １，１０８ １４２ １，５９６ １２７．２ ３５２ １７９．０ ２４８．３

インターネット ５９４ １２０ ５８９ １０３．４ １８２ １４０．２ １５１．９

社会基盤システム ３８４ ６９ ３５８ １１１．２ １２１ １４９．４ １７５．３

宇宙先端システム ２９７ ７８ ２７６ ９１．９ ６１ ７７．０ ７７．９

ソリューション １５６ ８８ １９３ １０７．７ ６６ ７５．１ ７５．１

合計 ２，９１４ ６４２ ３，３５４ １１１．８ ９１１ １２６．３ １４２．０

前期を３億円弱上回る受注残高で今期がスタート
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期末貸借対照表

２０１１年３月末日 ２０１２年３月末日 増減

流動資産 ２，８２３ ３，１７０ ３４７

固定資産 １，１４８ １，２０２ ５４

流動負債 ４１７ ６６９ ２５２

固定負債 ４４ ５５ １１

純資産 ３，５１０ ３，６４８ １３８

総資産 ３，９７１ ４，３７３ ４０２

自己資本比率 ８８．４％ ８３．４％ ▲５．０％

流動比率 ６７７．０％ ４７３．７％ ▲２０３．３％

固定比率 ３２．７％ ３３．０％ ０．３％

単位:百万円

流動資産

 

主に現金及び預金の増加

固定資産

 

主に無形固定資産（ソフトウェア）の増加

流動負債

 

主に未払法人税等、賞与引当金の増加

固定負債

 

特別な変動なし
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単位:百万円

営業キャッシュ･フロー営業キャッシュ･フロー

 

主に税引前当期純利益の増加による収入の増加

投資キャッシュ･フロー投資キャッシュ･フロー

 

主に差入保証金回収の減少による収入の減少

財務キャッシュ･フロー財務キャッシュ･フロー

 

配当金支払額の増加

キャッシュ･フロー計算書

２０１１年３月期 ２０１２年３月期 増減

営業活動によるキャッシュ･フロー ▲５８ ６０４ ６６２

投資活動によるキャッシュ･フロー ▲６０ ▲１５８ ▲９８

財務活動によるキャッシュ･フロー ▲７６ ▲１０２ ▲２５

現金及び同等物の増減額 ▲１９９ ３４３ ５４２

現金及び同等物期末残高 １，６５３ １，９９６ ３４３

参考）長期預金 ５００ ５００ ０

参考）現預金＋長期預金 ２，１５３ ２，４９６ ３４３
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今期業績見通し

（２０１３年３月期）
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2013年3月期業績見通し

２０１２年３月期
実績

２０１３年３月期
見通し

前期比
（％）

売上高 ３，０８４ ３，１８０ １０３．１

売上原価 ２，１８５ ２，３００ １０５．２

売上総利益 ８９９ ８８０ ９７．９

販売管理費 ５９５ ５３０ ８９．１

営業利益

（営業利益率）

３０４

（９．９％）

３５０

（１１．０％）

１１５．１

（１．１ポイント増）

経常利益 ４３５ ４００ ９１．９

当期純利益 ２４２ ２４０ ９８．８

単位:百万円



 

売上高は、前期に引き続きオープンプラットフォーム関連が牽引する見通しだが、全体的にはＩＴ需要は回

 復傾向にあるものの大幅な伸びは期待できず、低成長が続くと予想し微増の計画



 

営業利益は、研究開発費が大幅に減少するが社員数増加に伴う人件費が増加し、１５％程度の増益

 
経常利益は、研究開発の補助金収入が大幅に減少するが、ほぼ前期並み



 

大阪事業所を執務環境改善と震災時の本社代替拠点を考慮して移転、これに伴い固定資産除却損や移

 
転費用など約１０百万円の特別損失が発生する予定、税金の減少により当期純利益はほぼ前期並み

売上高は増収、営業利益は増益だが、経常利益は前期並みの見通し
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通期業績の推移
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2013年3月期重点テーマ

期初方針

他社との差別化を図り、競争優位を確保して受注につなげる：ＱＣＤ＆Ｉ

技術提案力を主体とした活発な営業活動を継続、新規の商談を開拓し受注につなげる。

獲得した商談は、改めてＱＣＤ＆Ｉにより、お客様満足度を向上させ、リピート商談につなげる。

成長が期待できる市場に参入する：オープンプラットフォーム、環境エネルギー、ロボット

オープンプラットフォームは、Android関連や電子マネー（ＮＦＣ含む）、移動体通信事業者向けサービスなどの市場を開拓する。

環境エネルギー分野のビジネス化を推進し、復興需要を含めた開発案件の受注を目指す。

ロボットは、ＲＴＭＳａｆeｔｙで介護や家庭、さらにスマートハウスなどの環境エネルギー市場との連携を視野に市場を開拓する。

変化先取りに注力：研究開発と製品開発に積極投資

研究開発は、環境エネルギーを中心に取り組む。ロボットは、ＮＥＤＯからの受託研究が終了しビジネス化に取り組むため、研究解

 
発費は減少予定。

製品開発は、ＲＴＭＳａｆeｔｙ（機能安全対応RTミドルウェア）を５月初めに発売開始、

 
airCube（地上デジタル放送用組込みソフトウェア）のAndroid版は機能強化中。

変化先取りに注力し、技術提案力で顧客基盤のさらなる強化を図る
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ビジネスフィールド 期初の方針 予想

モバイルネットワーク
移動体通信事業者向けのオープンプラットフォームに関連するコアテクノロジーサービス

 
と技術アプリケーションが期待できることから、ほぼ横ばい

ワイヤレス Androidを搭載したスマートフォンやタブレットのエンベデッドソフトウェアが好調を維持し、

 
拡大

インターネット
非接触型ＩＣのエンベデッドソフトウェアは堅調だが、民間設備投資の回復が不透明なこ

 
とから、ほぼ横ばい

社会基盤システム
復興需要を含めた環境エネルギー分野と官公庁の入札案件などが期待できることから、

 
拡大

宇宙先端システム 衛星搭載エンベデッドソフトウェア、国の研究機関の受注も前期並みで、ほぼ横ばい

ソリューション Android版地上デジタル放送製品を中心に販売を強化し、拡大

2013年3月期ＢＦ別業績見通し

オープンプラットフォームが堅調な見通し



Copyright © 2012 Systems Engineering Consultants CO.,LTD. All rights reserved.

24

注力分野の状況  
（オープンプラットフォーム、環境エネルギー、ロボット）
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オープンプラットフォーム

国内仕様対応にフォーカスし、引き続きマーケット拡大

http://www.sec.co.jp/products/aircube/index.html
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環境エネルギー

研究成果をソリューション化して他社と共同ビジネスを推進
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ロボット

ユビキタス社会の究極の端末はロボット
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配当の方針


 

配当の方針


 

原則として安定的に配当する部分と所定の配当性向とを勘案して毎期

 決定する。配当性向は、当面３０％を目指す。安定的に配当する部分は、

 １株当たり３０円とする。


 

２０１２年３月期は、安定的に配当する金額３０円（配当性向３１．６％）と

 する。


 

２０１３年３月期は、安定的に配当する金額３０円の予定とする。
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この資料についてのご注意

この資料の目的は、当社へのご理解を深めていただくためのＩＲ情報をご

 提供することにあり、投資の勧誘を目的としたものではありません。投資

 につきましては、ご自身でご判断願います。

この資料には、当社の現在の計画、戦略、将来の業績に関する見通しな

 どが記載されております。こうした記述は、当社の将来の業績を保証する

 ものではなく、経営環境をはじめ、さまざまな外部的要因の影響等により

 変化しうることをご承知おきください。

この資料の作成に際しましては、細心の注意を払っておりますが、内容に

 つきましていかなる保証を行うものでなく、この資料を使用したことによっ

 て生じたあらゆる損害などについて、当社は一切責任を負うものではあり

 ません。
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ユビキタス社会の安全と発展のために

““ Realtime@netRealtime@net ””

本資料に関するお問い合わせ

株式会社セック

 
ＩＲ室

電話

 
０３－５４９１－４７７０

ありがとうございましたありがとうございました
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